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セグメント情報／損益の状況

セグメント情報／損益の状況
S e n d a i  B a n k

国内・国際業務部門別粗利益 (単位：百万円)

2021年３月期 2022年３月期
国内業務部門 国際業務部門 合　計 国内業務部門 国際業務部門 合　計

資金運用収支 12,559 25 12,584 12,938 0 12,938

資金運用収益 12,713 25
0

13,051 0
0

12,739 13,051

資金調達費用 154 0
0

113 0
0

154 113
役務取引等収支 841 1 842 665 1 667

役務取引等収益 2,877 3 2,880 2,816 3 2,819
役務取引等費用 2,035 2 2,037 2,151 1 2,152

その他業務収支 △　     282 1 △　     280 △　     87 1 △　     85
その他業務収益 662 1 664 92 1 93
その他業務費用 945 ━ 945 179 ━ 179

業務粗利益 13,118 28 13,146 13,517 2 13,519
業務粗利益率 1.11％ 2.52％ 1.11％ 1.07％ 0.84％ 1.07％

業務純益 (単位：百万円)

2021年３月期 2022年３月期
業務純益 2,355 3,441
実質業務純益 2,817 3,295
コア業務純益 3,172 3,458
コア業務純益（投資信託解約損益を除く。） 3,083 3,382

セグメント情報
　当行グループの報告セグメントは銀行業のみであります。なお、銀行業以外にクレジットカード業務、コンサルティング業務及びベンチャーキャピタル
業務を行っておりますが、それらの事業の全セグメントに占める割合が僅少であるため、記載を省略しております。

(注) 1．国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引でございます。なお、当行は特定取引勘定非設置行であるため、特定取引収支は該当ございません。
2．資金調達費用は金銭の信託運用見合費用（2021年３月期０百万円、2022年３月期０百万円）を控除して表示しております。
3．資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息でございます。
4．業務粗利益率＝業務粗利益／資金運用勘定平均残高×100

業務純益
１．業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）
業務収益＝資金運用収益＋役務取引等収益＋その他業務収益
業務費用＝資金調達費用＋役務取引等費用＋その他業務費用＋一般貸倒引当金繰入額＋経費（臨時的経費を除く）

２．実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）
３．コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益
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